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大管長 スへ：ンサ ー・W・キ ンボ ール

ク愚画 ：勢繁 る潔 錨 製黎衛
物 です。私 は， お世 話 にな った 人々に，私 の感謝 の 気持 ち

を述べ たい と思 い ます 。

何 よ りもまず私 は， これ まで常 に変 わ らず私 を支 え励 ま

して くれ た妻 と子供 たちに感謝 したレボと思 います。

私 は誠実 で手腕 の あ る立 派なふ た りの 副管長 に， また，

世 の救 い主 の特別 の証 人 として働 いて いる十二使 徒， 大祝

福 師，七十 人第一 定員 会の 兄弟 たちに感謝 して います。 ま

た， 貧 しい 人， 困 ってい る人の ため に特別 な責 任 を もって

働 いて い る管理 監督会 の兄 弟た ちに感謝 してい ます 。

私 は教会 貝 の皆 さんに も感謝 してい ます 。皆 さん の親切

と惜 しみな い態 度 に感 謝 を 申 し述べ たい と思 い ます 。

私は また，172年 前 の この12月 に生 まれ た予 言者 ジ ョセ

ブ ・ス ミス に感 謝 して います。私 た ちは予 言者 ジ ョセ ブ ・

ス ミスにつ いて世 の賛 辞 を得 る必要 は あ りませ んが， 興味

深 いの は，主 な るイエ ス・キ リス トの指示 の下 に ジ ョセブ ・

ス ミスに よって建 て られ た宗 教 につ いて， トル ス トイが述

べて い る言葉 です。

「モルモ ンの人々 は…… 天 と
， それ に伴 う栄 光 につ いて

教 え られて い るばか りでな く，社交 と経 済 の面 で どの よ う

に他の 人々 と健 全 な関係 を築 いてい くか につ いて も学ん で

・い る。 もし人々が この教会 の教 えに従 って生 活す るな ら，

彼 らの進 歩 を さえ ぎる ものは何 もな く， 彼 らは永遠 に進歩

し続け るで あろ う。過 去 には偉大 な運動 もあったが ， それ

らは達 成 され る前 に消 滅 した り変 更が加 え られ た りした。

も しモルモ ンの 人々が3，4代 にわた って教義 を曲 げず に

忍 耐 し続け るな ら， 彼 らは世 の 人々がか つて知 らないほ ど

の大 きな力 を持 つ ように な るで あ ろう。」(「奇 しきみ わ ざ」

P，373)

私は，神の王国が発展していることを感謝 しています。

現在，教会には教会史上最 も多い約2万6千 人の専任宣教

師がいます。こんなにも大勢の素晴 らしい兄弟姉妹が世 界

に出て行って， よきお とずれを伝えているのです。イエス

は，今 も生きてご自身の王国である教会を導いておられる

とい うことを宣べ伝之ているのです。クリスマスは，この

ことを認識す るまたとないよい機会です。

福音のよきおとずれによって，イエス ・キ リス トの聖な

る使命 を理解 した何万 という人々が王国に導かれています。

そしてこのク リスマスの季節は，そのことを思い起こす最

良の時期です。

聖徒の皆さんが貧 しく困っている人々のために，断食献

金という形で快 く献金 しておられ ることは喜ば しいことで

す。 クリスマスの季節 を迎えて思い出すのは， ヨセブ とマ

リヤに休む部屋がなか ったこ とです。 しか し現在，聖徒た

ちは貧 しく困っている人々が無視 されることのないように

心 を配っています。 しか も聖徒たちはそれを主の方法で行

なっています。

多くの若い兄弟姉妹が神殿で今 も永世にもわたる結婚 を

している ということを聞 くのは，私の大 きな喜びです。神

殿結婚は今世紀に入って非常に多 くなっています。

聖餐会に出席して救 い主の教えや メッセージを聞 く教会

員の割合 も増加 しています。

兄弟姉妹の皆さん，このように感謝することはた くさん

あ ります。私は天父と皆さん一人一入に感謝しています。

クリスマスは受けている恵みをよ く考えると共に，新年に

向かって備えをする時でもあ ります。決意 を新たにし，新

たな個人の目標 を立てる時なのです。このように受けてい　 　
る恵みを数えあげてみると，私たちは より一層感謝の気持

擁撹継 諏繊ぬ蕪隷：で嘉蛾 戯 廼タ
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.どうぞあなたの家庭でも伺 じように行なって下さ嘉・。恵み
を数え上げ，あなたの永遠の伴侶に，子供たちに，また両

親に感謝を表わして下さい。

兄弟姉妹の皆さん，聾 鉱 ゑ よメ

活を送るならば・塑 鑓 玄 》れな無 瓢』U

に気にすること1り ま.福 音は私たちに永遠の生命

の みを与えて くれるばか りでなく， この世 の生 き方 も示

して くれます。世の多くの人々は死ですべてが終わると考

え，希望 を失っていますが，私たちは復活が実際に起 こる

ことを知 っています。不死不滅 と永遠の生命は世の無 目的
み 　な　ぼ

と紬 ・昭 をな して い ますが 同様 に 聖 こ し

・生活 も世 の生 こ ・照をなしています
編一

りの 中に油が あ るよ うに しまし ょう。聖 霊 の賜 を得 られ る

うな生活 よっで 》。

これ もまた大切 よ_で ず笏搾 署 犬の偉大 さは必ず しも

その人の生活程度によるのではな く，生活の内容によって

計られるとい うことを忘れてはなりません。真 の偉大さは，

仕事の力量 ℃ ばな。くT。どの よう.なf壌 ゑあ靱暴なぬ為仕事

螢 ：鮮よ 急て決 まるのです。そのような心構えで，私た
ちの時間 と体 力 と才 能 を今 も， 今か ら1千 年 後 も，大切 な

もののため に捧げ よ うでは あ りませ んか。

世 界の情勢 が悲劇 的 な様 相 を呈 す る こ とは あって も， 私

たちは ク リスマ スの時ば か りでな くいつ も， 大 いに元 気 を

出 して務 め に励 む必要 が あ ります 。

「さてわれ 誠に 汝 らに告 ぐ
，一 人に言 うところは万 人に

言 っな り。幼 児 らよ， 心安 かれ。 われ 汝 らの 唯 中にあ り。

而 して， われ 汝 らを捨 て しこ となけれ ばな り。」(教 義 と聖

糸勺61：36)

「この故 に
， 汝 ら大 い に元気 を出 して怖 るる こ となかれ ，

そは主 なるわれ 汝 ら と共 に在 りて 汝 らを護 れ ばな り。 され

ば汝 ら， われす なわ ちイエ ス ・キ リス トに就 きて， われは

生 け る神 の子 ，昔 在 り， 今在 り，後 に来 るべ き者 なる こ と

を証 すべ し。」(教 義 と聖 約68：6)

主 は 私 たちの ただ 中にあ って， 私 た ち と共に あ り， また

私 たち を守 り導 いて下 さい ます 。

私 たちは， イエ スがお生 まれ に なったの は実際 は春 であ

ったこ とを知 って い ます が，喜 んで この季節 に 多 くの 人々

と共 にイエ スの誕生 をお祝 い して います。春 は新 しい生気

を感 じさせ る希望 の象徴 です。教 会貝 は この ク リスマ スの

季節 を他 の人 々 と共 に祝 うとは い え， イエ スの誕生 の事実

を受け 入れな くな ったわけ で も，復 活 の事 実 を信 じないわ

けで もあ りませ ん。私 .たちぽザ キザス ートの 導き ど鰍 を施

すみ業娃 カルバ リの土 完架 で1終わ砿 たの では な .忌伽.復 活.ま

で続い たこ ≒を知 っ、て い ます 。.少な く.どもこの こ とを.信じ

タレ〕、で・.耳9ク 、リ蒸 チ ャ.ン、に.なゑ 三よ姑 で きな恥・の です 。

イエ スの死 と苦 しみ を強調 して，主 の業 は完成 しなか っ

た と言 う人々 もい ますが， 私 たちは神 の 目的が破 られず に

成就 した こ とを知 って い ます。私 たちは， キ・リス トの オ リ

ブ山か らの昇 天がベ ツ レヘ ム で も誕生 と同 じように真実 で

あるこ とを知 って い ます。 また， キ リス トは飼 い葉 おけの
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中 に 寝か されて いた誕生 の時 とは対 象的 に，大 いな る威勢

と威厳 とをもって再 臨 され るこ とを知 ってい ます 。

それ故， 天 父が私 た ちに贈 って下 さ った最 大 の賜 を思 い

起 こ し， いつ で も人々 に贈 り物 をす る よ うに したい もので

す。

「も し汝わが 誠命 を守 り終 りまで忍 ぶな らば永遠 の生命

を得 ん。 これ神 の あ らゆ る賜の 中最 大 な る もの な り。」(教

義 と聖 約14：7)い

願 わ くは この大 い な る賜 に対 す る感謝 の念 を深め る こ と

がで き ます ように。 そ して神 の 目的の ため にすべ て を投 げ

打 って感 謝 の気持 ち を表 わす こ とが で きます よ うに。

救 い主 は， 「わた しに?い て きな さい」 と言 われ ました。

救 い主 に従 うこ とは不可能 なこ とではあ りませ ん。だれ も

が救 い主 の歩 まれ た道 を歩 くこ とがで きます 。 それ は，主

も一度 に一 歩ずつ ，歩 まれ たか らです。 あ なた もナ ザ レか

らガ リラヤ の海 まで歩 くこ とが で きます 。 ヨセ ブ とマ リヤ

とイエ スに従 ってエ ジプ トに行 くこ ともで きます 。 また変

貌 の山 に登 った り， エルサ レム か らベ ツ レヘ ム， 死海，ベ

タニ ヤ， ヨル ダン川 の間 を行 き来す るこ とが で きます 。 あ

な たには以上 の こ とがす べ てで きます。 しか し， 主 はその

ように従 うこ とは望 ん でお られ ませ ん で した。主 が 「わ た

しにつ いて きな さい」 と言 われたの は，主 の教 え と模 範 に

従 い なさい とい う意 味 だっ たのです 。普 通 の健康 の持 ち主

であれ ばだれ で も，'イエ スが歩 まれ た道の りを歩 き， 山に

登 り， 川 を渡 る こ とが で きます 。 しか しこれ は， イエ スが

ニー ファイ人 に向か って， 「われ と同 じ人物 な らざるべ か ら

ず」(IIIニ ー ファイ27：27)と 言 われた こ とは，全 く別 の問

題 です。

楽 し く幸せ な ク リスマ スの時 を過 ごされ ます ように。平

安 が皆様 方 にあ ります よ うに。

イエ スは 言われ ました。「見 よ，われ は神 の子 イエ ス ・キ

リス トな り。 われ は天地 とそ の中に あ る万物 を造 れ り。 わ

れは最初 よ り御 父 と共に在 りき。而 して今， われ は御 父 は

す でに われに よ りて その御 名の栄 え を示 した まえ り。

われは， わが 民の ところへ 降 りしが， わが民 は われ を受

け容 れ ざ りき。す な わち， われが 来 るこ とを示す 聖文 はす

でに事 実 とな りた り。

わ れは世 の光 に して また世 の生命 な り。 われ はアルパ に

して オ メガな り。始 め に して終 りな り。

この故 に，悔 い改 めて幼 児 の ごと くわれ に来 る者 は， わ

れ こ とご と くこれ を受 け容 るべ し。か か る者 はす でに神の

王 国に居 る者 と同 じなれば な り。 見 よ， われ はかれ らの た

め に一度 わが生 命 を捨 てて， また生 命 を得 た り。故 に，世

界 の隅々 に至 る者 た ち よ。悔 い改め をな し，われ に来 りて

救 い を受 け よ』 と。」

神 は生 きてお られ ます 。 イエス はキ・リス トで あ り， 福音

には時 を越 えた聖 な る真理 が含 まれ てい ます 。 イエ ス ・キ

リス トのみ名 に よ り証 致 します 。アー メン.。L



霊界は私たちの次の住まいである

ア ー ル ・C・ モ ー リ ッ ツ エ ン

私 は これま略 地で 「死後の世界はどんな所だろうか・
という話に耳を傾け， またその対話 に参加 して きたが，

そうした時に，ほ とんど例外な くふたつの感 盾が表われる

ことに気づ いた。そのひ とつは現世 を去 った後の霊界(以

下単に霊界 と呼ぶ)に ついて知 りたいという強い希望 であ

り， もうひとつはそのような疑問は持たないのがよいので

はないか とい う気遣いである。私たちは霊界について話 し

てはならないとでも言 うかのようである。

神聖な事柄について論 じ合 うのを慎 もうとす る態度は，

常に大切 であると思 う。特に今の社会では霊界というと人

騒がせな幽霊の話や悪魔の崇拝，その他様々な事柄 を連想

するのでなお さらである。しか し知 りたいという望み を持

つ こと自体は良いことである。すでに世 を去 った私たちの

愛する親戚は，その世界に住んでお り，私たちも間 もな く

そこへ行 くはずである。このテーマは健全で，神聖 である。

従って，そのことをわきまえた上で論ずるようにすべ きで

ある。

予言者 ジョセブ ・ス ミスは聖徒たちに， 「生 と死 の目的

について学ばなければならない。 他の何に も増して熱心に

昼 も夜も研究 しなさい」と述べ ている。「もし私たちに天父

に何かを求める権利が あるとすれば，それはこの重要 な事

柄についての知識である」 と彼は言っている。(7盈6屠 η9S

げ 伽 ルo助 ♂ノiosθ助S〃z漉 「予言者 ジョセブ ・ス ミスの教

え」p.324)

私たちには，存在していることの本質的な意味につ いて

理解する権利があると言える。また私 たちはその意味につ

いて探究する責任 も負っているのである。その理由は，霊

界が確かに現世の延長 であることをよ く知れば知 るほど，
ゾ'

この世の宝に心 を奪われな くなるか らである。

私たちが受け継いでいる遺産の中に非常に美 しい物語が

ひとつある。それはヒーバー ・J・ グラン ト大管長の経験

である。 この話は，生 と死 と霊界の正 しい関係について証

を持てば，人の死に際 して慰めが得 られ，神の目的を理解

し，現世の真の意義を知 ることができるということを告げ

ている。 グラン ト大管長は次のように書いている。

「私 は息子 をふ た りしか 恵 まれ なか
った。 そ して ひ と り

は5歳 で， もうひ と りは7歳 で死 んで しま った。後 で死 ん

だ息子 の死 因は股関 節病 で あった。私 は この子が 大 き くな

って福音 を国の 内外に説 き，私 の誇 りとなって くれ るこ と

を大 い に期 待 して いた。 この子 が死 ぬ約1時 間前 に，私 は

夢 を見 た。 この夢の 中で， す でに世 を去 ってい た母 親が こ

の 息子 を迎 えに きた。彼女 は ひ と りの使 い を伴 ってお り，

私が 眠 ってい る間に子供 を連 れ て行 こ うとこの使 いに話 し

て いた。夢 の 中で私 は 目を覚 ま し， 息子 を しっか り抱 きか

か えて連れ て いか れ ない よ うに した。 そ して とう とう迎 え

に きた使 いの手 に渡 さずにす ん だ。 ところが そ うす る内に，

私 はつ まず いて 息子 の上 に倒 れかか って しまった。

私 は息子 の患部 に倒 れかか っ た。 息子 は恐 ろ しい叫 び声

をあ げ， 痛が った。私 はその声 を聞 いて， 気が 狂い そ うに

な った。私 は息子 の苦 しむ声 を聞 いて い られず， 耐 え られ

な くなって立 ち上が る と，家 の外へ 駆け 出 した。夢の 中で

家 を出る と，私 は ジ ョセブ ・E・ テ イラー 兄弟 に会 い， こ

れ までの こ とを話 した。

す る と彼 は言った 。『ヒーバー，妻が子 供 を引 き取 りに き

た ら， 私 な らど うす る と思 う。私 は子供 を離す まい と戦 っ

た りしな い よ。妻 が子供 を連 れ去 ろ う とす るの をとめ ない

よ。 この世 で忠実 で あった母 親は死 んで 来世 に行 った ら，

子供 が 味 わ う苦痛や 苦悩 が あ らか じめわか るの では ないだ

ろ うか 。障害 者 として一 生 を送 れ るか ど うか， また その子

を現 世 の苦 しみか ら解 き放 つ方 が 賢明か どうか を知 ってい

るの では ないだ ろ うか 。 グラ ン ト兄 弟， あの子 の母親 は彼

に命 を与 えるため に死 の谷陰 にお りて行 ったんだ よ。 その

こ とを考 える と， あの子 を連 れて行 くか その ま まに してお

くか を決め る権利 は，彼 女 にあ るので はな いだ ろうか 。』

そ こで私は 答 えた。『あな たのお っしゃる通 りです，テイ

ラー 兄弟 。 もし妻が も う一 度 来た ら， 反対せ ず にあの子 を

渡す こ とに します。』

この よ うに 答 えた ところで， その夜病 気 の息子 の看病 を

手 伝 い に 来 て いた 弟 のB.F.グ ラ ン ドに起 こ され た。弟 は

私 を部 屋 の 中に 呼 ん で ， 息 子 が 死 に か けて いるこ とを告
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であ った。すなわ ち,『 あな たは きょう,わ た しと一緒 に霊

界にい るであ ろ う。』'私は皆 さんにすべ てのこ とを教 え ,皆

さんの問 いに答 え よう。ペ テ ロが 語 って いる よ うに,イ エ

スは霊(獄 に い る霊,1ペ テ ロ3:19) ,霊 の世 界へ行 って

教 えを説 き,そ れ を受 け 入れ る者 が この世 に住 む者 に よっ

て身代 りの儀 式 を通 じて救 われ る ようにされ たので あ る。」

(「予言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス の教 え」p.309)さ らに予 言者

は次 の よ うに言ってい る、「ギ リシャ語 のハ デ ス とヘ ブ ル語

の シェオル は共 に霊 界 を意 味す る。ハ デ ス もシェオル も,

パ ラダイス も獄 も皆 同 じであって
,霊 の世 界であ る。」(「予

言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの教 え」p.310)予 言 者の この説 明に

よって救 い主の 言葉 が理解 しや す くな る。

末 日の啓示 も,霊 界が存 在す る意 味につ い て理 解 を助 け

て くれ る。例 えば,霊 は触知 し得 る存在 であ る。ブ リガム ・

ヤ ング大 管長 は次の よ うに言 っている。 「霊 は微細 な物 質で

で きて お り,霊 よ りもきめ のあ らい組織 で あ る体 には触知

し得な い。 しか し,体 と体が互 いに見慣 れ てい るよ うに,

霊 と霊 も互 いに 見慣 れ た存在 であ る。」(1込60κz365(ゾ

。8ガg肋御 γo襯g「 ブ リガム ・ヤ ン グ説教 集」p 。379。教 義 と

聖約131:7-8参 照)

霊 界の場所 で あるが,予 言者 ジ ョセブ ・ス ミスは,私 た

ちに非常 に近 い所 にあ る と教 えてい る。 ある葬儀 の説教 で,

彼 は,義 人の霊 は 「高 め られ,さ らに大 い なる栄光 に満 ち

た業に携 わ る。 従 って彼 らの霊 界へ の旅 立 ちは祝福 であ る。

彼 らは燃 え る炎に囲 まれ,私 た ちか ら遠 くない所に い る」

と語 って い る。(「予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの教 え」p.326)

霊 界 を訪 れた後,ロ レ ンゾ ・スノー 大管長 に よって現 世

に呼 び戻 された姉妹 が い る。 彼女 は,予 言 者が教 えた事 柄

の直接 の経験 者 であ る。 「ある霊 たちか ら,地 上にい る友 人

や親 戚につ いて尋ね られ た。 その中 に私 の い とこが いた。

彼 は私 に,自 分の家族 が どうしてい るか を聞 き,息 子 た ち

の 中にたば こや ア ル コー ル,そ の他体 に害 のあ る もの を吸

った り飲 んだ りして い る者 が いるの を知 って 悲 しい,と 言

った。」(リ ロイ ・C・ ス ノー,「 死か らよみ が えった私 」。

エ ラ ・ジ ェンセ ンの話 ,「 インプルー ブ メン ト・エ ラ」,1929

年10月,p.974)確 か に死 んだ私 たちの 身 内は,私 た ちの幸
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◇ ◇

「霊は微細な物質 一ぐ一ぐきてお り
,霊 よ りも

さめのあ らい組織である体には触知 し得な い。

しか し,体 と体が互 いに見慣れているように,

霊 と霊も互いに見慣れた存在である。」

◇ ◇

せ に深 い関心 を寄せ てお り,必 要 で あれば警告 し,叱 責 し,

教 え を施す ため に送 られ るこ とが あ る。

ヤ ング大管 長 は霊 界が 「この地上 にあ る」 こ とを確 認 し

て いる(「 ブ リガム ・ヤ ン グ説教集 」p.376)。 最 近 の総大 会

でエ ズラ ・タフ ト ・ベ ン ソン会長 は,次 の よ うに語 って い

る。「霊 界は遠 くないD時 々 この世 と来世 を隔て る幕は非常

に薄 くな る。 この世 を去 った私 た ちの愛 す る者 は遠 くに い
'ぜち

るのでぱ ない。」(Eηg競 「エ ンサ イン」1971年6月 号,p.33)

明 らか に霊 界は物質 の世 界 と結 びつ き をもってい る。私

た ちの肉体 に霊が宿 ってい るの とち ょう ど同 じよ うに,地

球 に も霊 が あ る。 パー レー ・P・ プラ ッ ト長 老は次 の よ う

に書 いてい る。「霊界 は私 たちが 生 まれたこの惑星上 に ある。

言 い換 えれば,地 球 も同様 の他 の惑星 も,外 観 の物質 界 と

同 時に 内面 の霊 的世 界 を持 ち合 わせ て い るの であ る。 前者

に は物質 の幕屋 を持 った 人々が住 み,後 者 に は霊 が住 む。

ふ たつ の世 界の 問に は幕が 引かれ てお り,物 質 界に住 む人

人は霊 界に あ る もの を一切 見 るこ とが で きな い。」(κ θ:蝉o

T加o!ogy「 神 学 の鍵」pp .126-27)

霊 界 にお け る義 人の霊 が,地 上にお け る と同様,家 族や

定 員会 に組織 され てい る ことは確 か であ る。神 権 は地上 に

お け る と同様,霊 界 におい て も行使 され てい る。ブ リガム ・

ヤ ン グ大管 長 は次の ように述べている。・「この神 権 を持 つ忠

実 な長 老 た ちは,霊 界に行 く時 に,地 上 で 肉体 に宿 ってい

た時 に持っていた と同 じ権i能 と神 権 を携 えて行 く。」(「ブ リ

ガム ・ヤ ン グ説教 集」p.132。 教 義 と聖約124:130参 照)こ

の よ うに神権 の祝福 は霊 界 に も及ぶ 。死ん で幕 のか なたへ

行 った後,再 び戻 って きた ある長老が,そ こで見 た秩序 に

つ いて次 の よ うに語 っ てい る。

「私 は霊 界で 人々が忙 しそ うに してい るの を見 た
。 また

完 全に よ く組織 され て働 いて いた。 それは私 た ちが この世

で行 な って いる こ との継続 の よ うに私 には思 えた。丁 度,

あ るステー キ部 か ら別 の ステー キ部 へ移 る よ うな もので あ

った。特 に変わ って 見え る もの は何 もな く,す べ てが 自然

で あ っ た。」(ピ ー ター ・E・ ジ ョン ソ ンR擁4So6々 砂

ル毎gα9加6「 扶 助協 会誌 」1920年8月 号 ,p.455)エ ラ ・ジェ

ンセ ン も霊 界 を訪 れ た時 に これに似 た経験 をしてい る。 こ

の姉 妹 の経験 につ いて語 った故 ラ ドガー ・クロー ソン長 老

(十 二使 徒定 貝会会 員)は 次 の よ うに語 って い る。「ひ とり

の ガ イ ドが いて彼女 を出迎 え,非 常 に大 きな建 物 に連 れ て

行 った。 そ こには大勢 の 人々が いて,み な非常 に忙 しそ う

で あ った。怠 惰 な様子 は全 く見 られ なかった。」(リ ロイ・C・

スノー 「インプルー ブ メン ト・エ ラ」1929年10月 号,p .977)

しか し霊 界のすべ ての 人が この よ うに組織 され てい るわけ

では ない。 なぜ な ら,昇 栄 に必要 な儀 式 をす べ ての 人が受

けて いるわけ では ないか らで ある。
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死ぬ 人の唯一 の違 いは,一 方 が天 〔霊 界〕 で永遠 の光 と栄

光の 内に他方 よ り長 く生 き,こ の悲惨 で邪悪 な世 界 を少 し

早 く解放 され るこ とにあ る。 しか しこの よ うな栄光 に恵 ま

れ るに もかかわ らず,私 た ちは瞬 間的 に このこ とを忘 れ ,

別 離 を悲 しむ こ とがあ る。けれ ども希望 の ない者の よ うに

嘆 くので はない。」(「予 言者 ジ ョセブ ・ス ミスの教 え」p.197)

だ か ら と言 って,こ の世 を去 る ことを心 待 ちにすべ きで

ある とい う意 味で はな い。 ただ,子 供 を失 った親 は福音 の

真理 に よって慰 め を受 け るこ とが で きる とい うこ とで あ る。

確か に私 た ちはこの世 の使 命 を立 派に果 たす よ う懸命 に努

力 しなければ な らない。例 えば,ウ ィル フ ォー ド ・ウ ッ ド

ラフは若 い妻 フェーべが 死 んだ時,霊 感 され るま まに彼女

に癒 しの儀 式 を施 し,死 の力 を叱責 した。 彼は その出来事

を次の よ っに記 してい る。

「彼女の霊 は 肉体 に戻 り
,そ の時か ら回復 し始め た。私

たちは皆神 のみ名 を賛美 し,神 を信頼 し,神 の戒め を守 り

たい と強 く感 じた。

この出来事が あ った時に,(妻 が後 で述べ た ところに よ

れば)彼 女の霊 は体 を離れ,自 分 の体 がベ ッ ドに横 たわっ

てお り,姉 妹 たちが泣 いて いるの を見た。 彼女 は姉 妹 たち

や 私 を,そ れか ら自分 の子 供 を見 ていた。す る とその時 ふ

た りの 人が部屋 に入 って きた。 …… ふた りの使 いの内の ひ

と りが 彼女 に,あ な たは霊 界に行 って安 息 に入 るこ ともで

きるし,ひ とつ の条件が満 たされ るな ら肉体 に戻 って地上

の生活 を続 け るこ ともで きる と告 げ た。そ の条件 とは ,夫

の傍 らにあ って,夫 が最 後 まで福 音 のため に耐 え続 けなけ

ればな らないすべ ての苦労,試 練,か ん難,苦 痛 を夫 と共

に耐え るこ とで あった。彼 女は夫 と子供 の置か れ た状 況 を

見て言 った。『はい,耐 えます 。』

彼女 が その よ うに決心 した瞬 間,信 仰 の力が私 の上 に留

まった。 そ して私が 彼女 に癒 しの儀 式 を施 した時に,妻 の

霊 は肉体 に戻 ったので あった。」(五6伽6∫Fγo窺1吻 ノ伽7η α1

「私 の 日記か ら」pp .5960)

末 日聖徒 は霊 界で伝 道が行 な われて いる と考 えて いる。

私 たちに想像 で きる最 も素 晴 ら しい大がか りな伝 道は,霊

界で集 中的 に行 なわれて い る。 ブ リガム ・ヤ ン グ大 管長 は

次 のよ うに宣 言 してい る。 「この 時代 に福 音 を聞 いた地上

の住 民 と,福 音 につ いて一度 も聞 いた こ とがな く,救 いの

鍵 につ いて も知 らない何百万 もの 人々 を比較 して いただ き

たい。そ うす れば,あ なたが た も私 と同様,遂 行すべ き非

常 に大切 な業が 霊 界にあ るこ とを結 論 づ け るであ ろう。」

(ノ伽 挽α10ブD乞∫60%駕6s「 説 教 集」4:285)こ の 大切 な業 は

どのよ っに して遂 行 され るのだ ろ うか 。 この疑問に対 す る

答 えが,ジ ョセブ ・F・ ス ミス大管長 に啓示 され た 「死者

の贈 いに関す る示 現」 の中 に見 られ る(特 に29-37節 参 照)
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主 よ り遣わ され る使 者 のメ ッセー ジを受 け入れ るのは誰

だ う りか 。 ジ ョセ ブ ・ス ミスが受 けた 日の光 栄の 王国に関

す る示現 に答 え を求め るこ とがで きる。 ジ ョセ ブ ・ス ミス

が,兄 の アル ビンは福 音の 回復 され る前に他 界 したのに ど

うして 日の光 栄 の王 国 を受け 継 ぐこ とが で きるの だろ うか

と不 思議 に思 ってい た ところ,次 の よ うな主 のみ声が 彼に

臨 んだ。
'"馬

「この福音 の知 識な くして世 を去 り
,も し世 に とどまる

こ とを許 されて いれば福音 を受 け入れ たで あろ うすべ ての

人 々は,神 の 日の光栄 の王 国 を受 け継 ぐ者 とな るで あろ う。

さ らに,こ れ よ り後 も,福 音 の知 識 な くして世 を去 り,

か つ世 に とど まっておれば心 か ら福 音 を受 け 入れたで あろ

う人々 はすべ て,こ の王国 を受 け 継 ぐ者 とな るであ ろ う。

主 なる私 は,す べ ての 人々 をその行 ない と心 の望 み に応

じて裁 くか らであ る。」(79節)

しか し霊 界 で伝 道が行 な われて も,高 貴 な死者 の最終的

な救 いが達 成 され るわけで はない。 なぜだ ろ うか 。それ は

死者 を救 うに も,生 きてい る人 を救 うの と同様 の努 力が必

要 だか らであ る。 ジ ョセブ ・ス ミスは次の ように宣 言 して

い る。「世 の基が 据 え られ る前に天 において人の救 いのため

に神権 に よって定 め られた儀式 は,変 更 され る こ とはない。

人は皆 同 じ原則の下 に救 われ なければな らない。」(「予 言者

ジョセブ ・ス ミスの教 え」p.308)さ らに予 言者は次のよ うに

言 ってい る。 「人が神 の完 き神権 を得 るに は,イ エ ス ・キ リ

ス トが得 られ たの と同 じ方 法で それ を得 なけれ ばな らない。

す な わち,あ らゆ る戒 め を守 り,主 の宮 のすべ ての儀式 に

従 うこ とに よる。」(「予 言者 ジョセブ ・ス ミスの教 え」p.308)

死 ん だ 人々 も例 外で はな い。私 たちにで き るの は彼 らに代

わって儀 式 を執 行す る こ とだけ である。信 じ,悔 い改め ,

福 音 に従 うの は彼 ら 自身で なければ な らない。

要 す るに,霊 界 とは体 を離 れ た霊 の行 く所 で ある。霊 界

は触 れ るこ との で きる,実 質 のあ る領域 で あって,私 た ち

が大規模 な伝 道 を展 開 して いる この地球 と結 びつ いてい る。

霊 界は私 た ちが思 って い るよ りも近 くにあ り,大 勢 の愛す

る親族 との 関係 に よ り私 た ち と結ばれ てい る。

デ ー ル ・C・ モ ー リ ッ ツ ェ ン カ リ フ ォ ル ニ ア 州 サ ン ホ セ

の セ ミナ リー ・イ ン ス テ ィ テ ユ ー トの 地 域 指 導 主 事 ,カ リ

フ ォ ル ニ ア 州 サ ン タ ク ラ ラ ス テ ー キ部 七 十 人 定 員 会 先 任 会

長
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1)祈 りの4つ の ステ ップ を知 る。私 たちは子供 たちにお

祈 りの言葉 を 「言 うdよ うに教 えます 。子供 た ちは,朝 起

きた時 や夜 寝 る時,両 親 と一緒 に祈 りを 「言 う」 わけ です。

これ は良い始め 方 です 。 こ うして子 供 た ちは,霊 的 な生活

の最 も基本的 な習慣 を習得 す るのです 。私 たちは,宣 教師

が求 道 者に教 えて いる こ とを,子 供 たちに も教 える必要が

あ り ます。 それが祈 りの4つ の ステ ップです 。1)「 天の お

父様 ……」2)「 …… を感 謝 します。」3)「 …… をお願 い しま

す。」4)「 イエス ・キ リス トのみ 名に よ り,ア ー メン。」

2)心 か ら天 父に話 しかけ る。親 として,思 いや りと忍耐

心が あ る場 合 は,子 供 た ちに もっ と高 い水準 の祈 りを教 え

るこ とが可 能 です。心 か ら祈 るよ う教 え るこ とが で きるの

です。何か の照 合表 を読 み上 げ てで もい るか の よ うに,同

じ言葉 を繰 り返 し繰 り返 し言 う段 階か ら一 歩進 む わけです 。

子供 たちに心 か ら祈 る方法 を教 え るの に,私 た ちは,次 の

よ うな方法や 表現 が役 に立つ こ とに気付 きま した。

a.し ば らく時間 を取 り,だ れに対 して,な ぜ祈 るの

か を考 え る。心 を落 ち着 け る必要 が あ る。

b.家 族 の祈 りの前 に讃美歌 を歌 う。

「祈 りは楽 しき」 「たえず頼 り」 「家庭 の 中に」 と

いった 曲 を歌 う。

c.祈 りをさ さげ るため に家族 が円 を作 った ら,何 か

祈 りの 中で特別 に言 って欲 しいこ とや祝 福 を必要

として い ることがないか どうか,一 入一 人に尋 ね る。

d.祈 りの直前 に子供 に次のように言 う。 「心 の 中にあ

るこ とを よ く考 えて,そ れ を天 のお父様 に 言 うん

だ よ。」

e.適 切 な方 法で,心 か らの祈 りをさ さげた子供 をほ

め る。「天の お父様 は,あ なたが 自分 の感 じるまま

に祈 ったか ら,き っ と喜 んで い らっ しゃるよ。」

f.子 供 たちに,何 か特別 な 目的の ため に祈 りを ささ

げ ることが あるこ とを理解 させ る。 「神様,助 けて

下 さい」 とい うご く短 い祈 りの場 合 もある。

g.子 供 たちが祈 りの たび に同 じ言葉 を繰 り返 し,自

分 の言 って い るこ とにつ いて何 も考 えて いない と

い うこ とに気付 い た ら,子 供 たちが その習慣 を打

破 で きる よ う助 け てあ げ る。祈 りは,場 所や 時 を

問 わず にで き る とい うこ とを教 え る。

h.家 族 の祈 りの 後,宣 教 師が す る よ うに,そ の まま

引 き続 いて個 人の祈 りを ささげる とよい。

i.子 供 た ちに,自 分 た ちの欲 しい もの よ り も,む し

ろ必要 なこ とにつ いて祈 るよ う教 え る。 自分 の人

間形成 に とって,進 歩 に とって,ま た霊 的 な成 長

に とって,最 上 の もの は何か 。た とえそれが 自分

に とってつ らい経 験 にな ろ うとも,そ う尋 ね る。

主 は私 た ちに何が 必要 か を御 存知 であ る。 しか し,

私 た ちは,自 分 の欲す る ものに心 を奪 われが ちで

あ る。

:主は,主 の子供 た ちが 何 を欲 してい るか では な く,何 を

必要 として い るか をいつ も考 えて お られ ます。 これは,私
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た ち に とって,中 々理 解 し難 い教 えです。 特 にわが 家の10

代 の娘 に とっては そ うで した。娘 は,高 校 の生徒会 の指導

者 に選 出 され るこ とが,最 も重要 な必要事 と考 えてい た よ

うです 。娘 は数 ヵ月間,熱 心 に選 挙運 動 を し,準 備 してい

ました。「お母 さん,私 は 当選 す るよ うに一生 懸命祈 ってい

るの よ。主 は,心 の 中にあ る義 しい望 み な ら求め て もいい

っておっ しゃって るわ。 私の望 みが それ なの。」私 た ちに も,

十 分 納得 のい く望 み の よ うに思 え ま した。娘 は福音 の証 を
なユ

持 って い ました し,大 きな高校 の 中で も学友 の評判 が良か

ったの です。私 た ちは娘が教 会 の ため に何 らかの貢 献 を し

て くれ る こ とにな るだ ろ うと考 えて い ま した。

こ うして投 票 日がや って来 ま した。娘 は必ず 当選 す るだ

ろ う との前評判 で した。 ところが落選 して しまったの です 。

娘 に は非常 な シ ョックで した。 ほん の数票差 で したが,落

選 は落選 です 。

その翌 月,娘 に,高 校 のセ ミナ リー 役員 にな ってほ しい

とい う依 頼が きま した 。セ ミナ リー評 議会 の役員 は皆,個

人的 な犠 牲 を払 って奉仕 して い ま した。 セ ミナ リーの会長

は,か つ て,生 徒会 長選 挙へ の立候補 を断 念す る よ うに言

われ,と て もつ らい こ とで したが それ を断 念 した経験 の持

ち主 で した。役 員 た ちは皆,人 々 の関心 を呼び起 こす ため

に,娘 の創造性 と伝 道 の才 能 が とて も必要 です,と 言 って

くれ ま した。 そ して,こ の年 は,セ ミナ リー ・プ ログラム

の発展 に極め て大 きな意義 を持 つ年 とな りま した。

その年,娘 は数 多 くの霊 的 な経験 をし ました。 娘は深 く

強 い友情 を築 き上 げ,友 達 を幾人か教 会活動 に誘 う手助 け

をしたのです 。

その後,娘 は私 に,祈 りと聖典 の勉強 に よって,自 分 自

身の こ とが段 々 とわか る よ うにな って きた と言 い ま した。

「とにか く私 は その選挙 に 当選 したか ったの。 で も主 は,

私 に は もっ と別の 経験 が必要 な こ とを御存 知 だ ったのね。

私 は霊 的 に成長す る必要 が あ ったのね。確 か につ らい経験

だ ったわ。 で も今 は,あ れ で良か った んだ って思 うの。」

3)天 父 と話 す。 耳 を傾 け,応 え る。対話 の あ る祈 りでは,

耳 を傾 け,そ れ に応 え ます。 私 たちが よ く行 ないが ち な対

話 の ない祈 りで は,間 違 って,主 に助 言 を与 え ます 。 どこ

そ こへ 行 くよ うに と指示 を出 し,だ れ に,ど の よ うな祝福

を与 え るよ うに と告 げて いる よ うです 。

a.ど の よ うに主 のみ声 に耳 を傾 け れば よいか,子 供

たちに理解 させ る。

子供 た ちの心 の中 には っ き りとした期 待 を抱 かせ るこ と

が必要 です 。つ ま り,主 は どの よ うに語 りか け られ るか を,

は っ き りと教 える こ とです。 そ うす れ ば,主 のみ声 を聞 い

た(感 じた)時,す ぐにそれ とわか り,満 た され た思 いを

持 つ こ とで しょ う。 こ うなれ ば,祈 りも意義深 くな り,満

足の行 くもの とな るは ずです 。r

私 たちは子供 たちに,主 は様 々 な方法 で語 りかけ られ る

とい うこ とを教 え る必要 が あ ります。主 が私 た ちに語 りか

け られ る方法 は,静 か な細 い声 に よ り,主 の予 言者 に よ り,

古 代 では聖典 を通 じ,現 代で は大 会や 著作 物 を通 じて,と
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「2
,000人 が あ な た の た め に

お祈 リ して い る の よ 」

リ ン ・ニ ー メ イヤ ー

オ ー ス トラ リア の ビク トリア州 にあ るオー スチ ン病 院の
小 児病 棟 で,5歳 のマ シュー は,く た くたにな る まで

物理療法 を受 けて い ま した。懸 命 なマ シューの姿 に,看 護

婦 たちの 目には涙が光 ってい ました。 また,マ シュー の治

療 に当た った医師 はその よ うな彼の姿 に励 まされ,彼 のた

めに特別 な松葉杖 を作 りま した。 それか ら数 日後,マ シュ

ーは 「魔 法 の杖 」の おか げで歩 け る よ うにな り
,意 気揚 々

と私 たちの前 で歩 いて見せ て くれた ので した。

マ シューが交 通事 故 で頭 蓋骨 の骨折 と出血 多量 で病 院に

担 ぎ込 まれ たのは,ほ んの10日 前,1975年4月 の こ とで し

た。事故 が起 きる と間 もな く,私 は マ シューか ら引 き離 さ

れて しまい ま した。 けれ どもそれで よか った と思 い ます 。

ただ覚 之て い るのは,自 分 の部 屋 に入 るまで気が 狂 った よ

っに 叫び続 け,部 屋 に 入 る とひ ざまず いて,「主 よ,あ の子

を取 り上 げ ないで下 さい。 ど うか,ま だ取 り上 げな いで下

さい./」 と祈 ったこ とです。

一刻 を争 うとい うのに
,最 初 の病 院では無理 だ とい うこ

とで,別 の専 門施 設 に まわ され ました。医 師が救 急車の 中

で,助 か る見込 みは まず ない,仮 りに命 を取 り留め た とし

て も心 身障害が 残 るだ ろ うと私 に言 い ま した。私 は心 の中

で,そ れ な らむ しろ死 んだ ほ うが よい と祈 りま した。気 が

つ くと,交 差点 ごとに数 人の警察 官が 立 ってい て,マ シュ

ーがで き るだけ 早 く病 院に着 け る よ うに
,交 通 止め を して

くれて い ました。私 は,見 ず知 らず の人々 がマ シュー のこ

とを思 って下 さ って い るの に,一 瞬 とはい え,彼 をあ き ら

めかけ た 自分 を恥 ずか し く思 い ました。マ シュー の呼吸 が

何回か止 ま り,自 分 まで呼 吸が 止 まる ような思 いで した。

夫の ジ ョン と友人 の方が 聞に あ うよ うに来 て,マ シュー

の頬に手 を触れ,祝 福 を して下 さい ま した。頭 に手 を置 け

なか ったの です 。ふ た りは,マ シ ュー は主 のみ手 にゆ だね

られて いる とい う霊 的な平安 を感 じま した。 そ れか らの4

時 間,私 た ちは 本 当に苦 しい時 間 を過 ごしま した。夫 と私

は語 り合 い,祈 りな が ら,落 ち着 かず に歩 きまわ りま した。

私 た ちは定 ま らな い心 で何 回か祈 ったあ とで,よ うや く息

子 を主 に託 す こ とが で きま した。 命が な くな るか完 全 に回

復 す るか,い ず れで もよい とい う穏 や かな平安 をふ た りと
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も感 じたの です 。

や が て医師 が姿 を見せ,手 術が 予想 以上 に うま くいった

と語 った時に は,ど ん なにほ っ と した こ とで しょう。思 っ

てい たほ どに は脳が損 傷 され てい ない とい うこ とで した。

彼 は二度 も,「 神 様の お恵 みです」 と言 って い ました。そ し

て私 たち もその通 りだ と思 い ました。

マ シューは4日 後 に意識 を回復 し,さ らに3日 後 に小 児

病棟 に移 され ま した。左 半 身が麻痺 し,左 目は失 明 しま し

たが,幸 いな こ とに知能 に異 常は あ りませ ん で した。マ シ

ュー は両 目に涙 を浮かべ て,麻 痺 のた めに小 さな顔 をゆが

め なが ら,「 ぼ く,も う歩 けな いんで しょ う?」 と聞 きま し

た。私 は勇気 を出 して,「 いい え,歩 け るわ よ!2,000人 以

上 の 人た ちが,あ なた のため に断 食 してお祈 りして下 さっ

てい るん です もの 」 と言い ま した 。マ シュー は私 の力強 い

言葉 に 少 しび っ く りした よ うで したが,す ぐにに っこ りし

て 「本 当?」 と聞 き返 しま した。

その時か ら,マ シュー はただ一 途 に徒 歩訓 練に励 み ま し

た。私が祈 りの力 を疑 ってい た として も,マ シューは そ う

ではあ りませ んで した。彼 に は2,000人 の 人々 に対 す る責

任が あ りました。彼 らをが っか りさせ た くはなか った ので

す。 とて も恥ず か しが りや の反面,一 徹 な ところのあ る息

子 で した。忍耐心 が役 に立 って,毎 日これ 以上は 無理 だ と

い う限 界 まで訓練 を続 け ました。

実 を言 えば,親 の私 たちが驚 くほ ど大勢 の方 々が心配 し

て下 さい ました。事故 の後,数 人の友 だ ちに電話 をか けて

お祈 りをお願 いす るのがや っ とで した。 とこ ろが,ニ ュー

ジー ラン ドに い る神殿職 員 の親友 が,理 由 のわか らない ま

ま,私 たちの名 前 を神 殿 の祈 りの名簿 に加 えて下 さったの

です 。彼女 は,私 たちがマ シュー の手 術の結 果 を待 ってい

る最 中 だった こ とを知 るよ し もあ りませ ん で した 。私 はた

だ,彼 女が そ うして くれ るこ とをお祈 り しただけ で した。

ワー ド部 では特別 な断食 日を設け て下 さ り,伝 言 がス テー

キ部全 体 に伝 わ って,全 ステー キ部 で断 食 とお祈 りを して

下 さい ま した。 この地 方の メソジ ス ト教会 と英国教 会 で も

マ シュー のため に特別 礼拝 を行 な って下 さった こ とを知 っ

て,私 たちは心 か ら感 謝 しま した。

(p.6171こ糸売く)
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ね り歩 くの で す 。 そ して,一 ば

ん きれ い な ラ ン タ ン を作 っ た 人

に,し ょ う ひ ん が お くら れ ます 。
こ と し りょ こ う

今 年 は,マ ニ ラ旅 行 で す 。

｢わ た しの が 一 ば ん か も しれ

な い。｣ロ ー ジー タ は,に っ こ り

して つ ぶ や き ま した 。 目 をつ む

って,ま だ行 っ た こ との な い マ

ニ ラの 町 を思 い うか べ ま した 。
お と う と ま つ

その とき,弟 の ジュ ア ンが 松
ば づ え

葉 杖 をつ き な が ら,か い だ ん を

お りて き ま した 。

｢だ め だ よ
,ぺ ぺ,お や め!｣

き

ジ ュ ア ン が とめ るの も聞 か ず,

さ るの ぺ ぺ は ラ ン タ ン に と びつ

き,ひ っ く りか え し て し ま い ま

した。 あ っ とい う まに,火 が つ

き,ラ ン タ ン は もえ だ し ま した 。

ロー ジー タ は,い っ し ょ うけ

ん め い に 火 をけ しな が ら,な き

だ して し まい ま した 。 も う,き

れ い な ラ ン タ ン は,ま っ黒 こ げ
くび

で す 。 ぺ ぺ は,ジ ュ ア ンの 首 に

だ きつ い て,じ っ と し て い ます 。

｢ど う して くれ る の よ!｣ロ

ー ジー タは さけ び ま した
。｢み ん

な,あ ん た と,そ の ば か な さ る

のせ い よ。 こ れ で,マ ニ ラ に 行

け な くな っ た じ ゃ な い の 。｣

｢ご め ん ね
,ロ ー ジ ー タ 。 ほ

ん と っに ごめ ん ね 。｣そ っい って
ひ

ジ ュ ア ン は,び っ こ を 引 き な が

ら,や け こ げ た ラ ン タ ン を手 に

と りま した 。｢ぼ く,な お して み

る よ。｣

｢だ め よ
。 きせ きが お こ ら な
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た し は,ジ ン ジ ャ ー･リ ン

わ
です 。 わ た しは,ク リス マ

ス が だ い す きで す 。 と くに,き

ょね ん の ク リス マ ス は,と て も

す て き で し た 。

わ た しの か ぞ くは,か み さ ま

が くだ さ っ た,し ゅ くふ くを,

いつ もか ん し ゃ して,よ くお い

の りを し ま した 。 そ して,ど の

よ うに す れ ば,ほ か の 人 に も,

この し あ わせ な 気 も ち を,か ん

じて も ら え る だ ろ うか と,み ん

な で話 しあ い ま した 。

い ろ ん な 考 えが 出 ま し た。

い ち ば ん す ば ら しい の は,ク リ

ス マ ス の 日の け いか くで した 。

わ た し た ちの か ぞ くは 大 ぜ い で,

それ に,し あ わせ に して くれ る

ふ くい ん が あ り ます 。 わ た した

ち は,こ の ふ たつ をつ か っ て,

ほ か の 人 た ち に,し あ わせ をプ
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レゼ ン トす る こ とに し ま し た 。

わ た しの 家 は,ソ ル トレー ク

しん で ん の 近 くに あ り ます 。 で

す か ら,ク リス マ ス の 日に そ こ

へ 行 くこ とに し ま し た 。

ク リス マ ス の 日,わ た し た ち

は プ レゼ ン トの つ つ み を あ け,

朝 ごは ん を 食べ た あ と,家 の か

たづ け を して,夕 ご は ん の した

く を し,そ れ か ら,わ た し た ち

とい っ し ょに ク リス マ ス をす ご

す 人 を さが す た め,テ ン プ ル･･

ス ク ェ ア(ソ ル トレー ク し ん で

ん や,ほ う もん し ゃ セ ン ター の

あ る と こ ろ)へ 出 か け る こ とに

し ま した 。

わ た し た ち は 出 か け る前 に,

お き ゃ くさ ん の た め に,ロ ー ソ

ク を よ うい し,夕 ご は ん の お さ

らや ナ イ フ を じゅ ん び し,ク リ

ス マ ス ツ リー の 明 か りをつ け ま

した 。

わ た し た ち は,｢モ ル モ ン け

い｣を,な ん さつ か よ うい し,

ひ ょ っ しの っ らに,か ぞ くの し

ゃ しん をは り,な ま え とあ か し

運

.
唖

號静

をか き ま した 。 わ た した ち の 家

へ 来 る お き ゃ くさ ん に,あ げ る

た め で し た。

わ た し た ち は,か み さ ま が こ

の け い か く を たす け て くだ さ る

こ と を知 っ て い ま した 。 まい に･

ち,か ぞ くそ ろ っ て, ､この 日の

た め に お い の り して きた の で す 。
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馴
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いち ねん

お も で

ま す 。

だん

キンホ ール大かんち ょう,タ ナ ーふ くか んち ょ う,ロ ム

ニーふ ぐか んち ょ う も,イ エ ス･キ リス トさ まの こ とを,
お も だ だい さん にん

思い出 します 。で は,大 か ん ち ょ うか い の3人 に,ク リス
お も で はな

マスの思 い出を話 していたた きま しょう。
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にん

わ た しは8人 き ょ う だ い です 。 で す か ら,お

こづ か い は な く,ク リスマ ス の お く りもの は,
じ ぶん つ く すく

自分 たちで作 りま したゐ お くりもの は少 なか っ
たの

た の です が,と て も楽 し い ク リス マ ス で し た 。
なか いち

中 で も,わ た し た ち に とっ て,一 ば ん す て き
う

なお くりもの は,イ エ ス さ まが お生 まれ に な っ
はなし ちい

た と きの 話 で した 。 わ た した ち は,小 さ い と き

か ら,ク リスマ ス の た び に,イ エ ス さ まの こ と
はな し き こ

につ いて話 とあか しを聞 きま した。 わ た しの子

どもた ち も,ま た その 子 ど もた ち も,ク リスマ

あか

ス に は,か ぞ く をあ つ め て,イ エ ス さ まの 赤 ち
はなし ひと

や んの ときの話 と,そ の で きご とがすべ て の 人
はな

に とって とて もた いせ つ な こ とを話 します 。
お も で

わた した ちは,ク リスマ スの 思 い出 をいつ も
たの 　 お も

楽 しい もの に した い と思 い ます 。 イエ ス さまの
おし たの

教 え をいつ もま もって,楽 しい ク リスマ ス をす
おも

こ し た い と思 い ます 。 また,わ た し た ち の しあ
ひ と

わせ を,ほ か の 人た ちに もわけ て あげ,し あ わ

せ な ク リスマ ス をす ご しま し ょう。
エ ヌ

N･エ ル ドン･タ ナ ー ふ くか ん ち ょ う

いま ねんまえ

今 の ク リス マ ス は,60年 前 の ク リス マ ス とは,
いち

とて もち が っ て い ます 。 だ い一 に,ク リス マ ス
よう ほう

ツ リー を用 いす る方 ほ うが ちが い ます 。 わ た し
こ き

が子 どもの ころは,ク リスマ ス ツ リー にす る木
やま き

を山に切 りに行 き ました。 そ して,わ た し とお
にい き ひ いえ かえ

兄 さんは,そ の 木 を引 きず って 家 に帰 りま した。
ひ かえ した

け れ ど も,引 きず っ て 帰 っ た の で,下 に な っ た
ほう き

方 の 木 の は っ ぱ が な くな っ1て し ま い ま した 。 そ
ほう み

れ でわ た した ちは,は っ ぱの な い方 が 見 えな い
た

よ うに,へ や のか どにそ れ を立 て ま した。
じ ぶん

また,わ た した ちは,い つ も 自分 た ち で ツ リ
つく かみ き

一 の か ざ り を作 りま した
。 紙 を ほ そ く切 っ て,

そ れ を くさ りの よ うに つ な ぎ ま した 。 ま た,ポ

つ く い と

ッ プ コー ン を作 り,そ れ を糸 で つ な い で,ツ リ

ー の か ざ りに し ま し た 。
ひ

わ た した ち は;ク リス マ ス の 日に は,と くべ
た コ じた

つ な食べ もの を食べ ま した。
こう ば

ガ ス キ ル･ロ ム ニー お じ さん は,工 場 を も っ
お とこ こ

て い た の で,男 の 子 の た め に,や き ゅ うの バ ッ
っ く

トを作 っ て,ク リス マ ス の お く り もの に し て く
おんな こ ちい

れ ま した。 また,女 の子 に は,小 さなか ざ りだ
っ く

な を作 っ て くれ ま した。 で も,そ り ころの お も
いま

ち ゃ は,今 の お も ちゃ ほ ど,り っ ぱ で は あ りま

せ ん 。
ひ

け れ ど も,ク リス マ ス は うれ しい 日で した 。
う ひ

イエ ス さ まが お生 まれに な った 日なの です 。
ジ　

マ リオ ン･G･ロ ム ニ ー ふ くか ん ち ょ う

み な さ ん,わ た した ち は ク リス マ ス に,イ エ
び

ス さ まの た ん じ ょ う 日 をお い わ い し ます が,こ
てん とう

のイエ 入 さ まは,わ た したち の天 のお 父 さまで

あ る,か み さ ま の み 子 です 。 こ と しの ク リス マ

ス が,わ た し た ち ひ と りび と りに とっ て,し あ
ひ

わ せ で,す ば ら し い 日 とな り ます よ うに 。
ダブリュ

ス ペ ンサ ー･W･キ ンボ ー ル
エ ヌ

N･エ ル ド ン･タ ナ ー
ジ 　

マ リ オ ン･G･ロ ム ニ ー
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ク リスマスの客

ア ーネ ス ト ・N・ エ ク ロ フ

'べ

私 たちはず・と前か据 間の灘 がえをしたいと思・て
いた。その時,キ ンボール大管長 が教会 員 に家 をきれ

いに しな さい と勧告 され たので,ク リスマ スの準備 の仕 上

げに,是 非 とも模 様 が えを しなけ ればな らない と思 った。

余暇 を全部 それに 当てたが,ス ケ ジュール がつ まってい る

上 に ク リスマ ス まであ ま り日数 が ないの で,夜 遅 くまで働

いた 日が 多か った。 ところが,そ の乱 雑 さた るや!家 具 と

い う家具 はみな汚れ よけの シー トをかぶ り,ど こ もか しこ

もゴ ミだ らけ,な お悪 い こ とに,カ ーペ ッ トが入 るのは ク

リスマスの3日 前 にな る とい う。 日に ちだ けが どん どん過

ぎて,ク リスマス までに模 様 が えが終 えるこ とは もはや 期

待 薄にな った。

私 は長 い一 日が終 わ ったある晩,ク リスマ ス イブ なのに

まだ家中が ごた ごた して いる夢 を見 た。 ク リスマス には救

い主がわが家 を訪 れ る こ とにな って いた。 救 い主はわが家

の玄関に来 られ たが,私 た ちの仕事 が まだ終わ らず ,玄 関

に鍵 がかか って いたため,そ の まま よそへ行 って しまわ れ

た。私は救 い主が玄関 に背 を向け たの を見 てや りきれない

気持 ちになった。 そこで 目が さめ た。 そ して,ま だ ク リス

マス イブ ではなか った こ とに,ほ っ と安 堵 した。 しか しす

ぐに夢の こ とは忘 れて しまった。

模 様が えの仕事 は まだ続 いた。ペ ン キを塗 り,壁 紙 を張

り,カ ーペ ッ トを敷 いたが,ク リスマス イブの前 日にな っ

て も,仕 事 は まだ まだた くさん残 っていた。予 定 では,玄

関に も壁紙 を張 るこ とに なってい た。 しか しもうそこ まで

仕事 を広げ る力は残 って いなか った。 ところが 翌朝起 きて

み ると,息 子 のケ ネスが玄関 の最後 の仕上 げ をして くれて

いた。非常 に きれ いだっ た。

その 日は一 日たつ のが非常 に早か った。妻 は レー スの カ

ーテ ンを縫 ったが
,ク リスマ スの ため に作 らなけれ ばな ら

ない ものが ほかに もい ろい ろあ って,と て もク リスマ スの

準備 はで きそ うに なか った。 そ う した心配 は まさに的 中 し

た。 ク リスマ スイブ をス ウェー デ ンの伝 統料理 で祝お うと,

7時 にお客が 来たが,ま だ仕度 が で きてい なか った。私 は

彼 らに手伝 って もらい,ク リスマス ツ リー を飾 った。

2時 間遅れ て夕食の テー ブルが整 い,ツ リー も飾 り終 え,

妻 が最 後の料理 を運ん で きた。や っ とク リスマ スイブ の夕

食が始 め られ る と思 ったその時,電 話 のベ ルが 鳴っ た。

相手 は,そ の晩 町に着 い たば か りの知 らない人だ った。

合衆 国中 を旅行 して いる とい うスウ ェー デ ンの軍 曹だ った。

彼は ソル トレー ク ・シテ ィーに住 んで いるス ウェー デ ン人

と話 した くて,電 話帳 か らた また まわが家 の電 話番号 を見

つけ て私 の家 に電話 を したの だ とい う。私 は数分 話 を した

あ とで,数 分後 に またこ ち らか ら電話 をか け ます と告 げた。

も うす でに2時 間 も待 って いる客 た ちが,テ ー ブル で私 が

戻 って食物の祝福 をす るの を待 って いた。私 はその祈 りの

中で,私 た ちが ク リスマ スの本 当の意味 を忘れ ない よ うに

主の祝福 を願 った。 しか し祈 りなが ら,前 に見 た夢の一つ

一 つの場 面が はっ き りと思 い出 され た
。 そ してその時,夢

の中 で味 わ った と同 じや るせ ない気持 ち を感 じた。 もう空

腹 どころでは なか った。 玄関 を ノック したお客 をその ま ま

帰 したのだ った。私 は あのス ウェーデ ン人はは た して まだ

い るだ ろ っか と心 配 した。彼に教 え られた番号 に電 話 をか

けて彼 の声 を聞 いた時 に,私 は ほ っ とした。 ク リスマ スイ

ブの残 りの時間 をわが家へ 来て一 緒 に過 ごしませ んか とい

う申し出に彼は承 諾 して くれ,私 は彼 のホテルへ迎 えに行

く約 束 をした。

彼は スウ ェー デン式 に玄 関で靴 を脱 ぎ,と て もきれ いで

す ね と家 をほめ て くれ た。 そ して 「今年 の ク リスマスは良

い思 い 出にな ります 」 と言 った 。私 た ちは大 いに食べ,笑

い興一じて,み ん なですば らしい時 を過 ご した。息子 のケ ネ

スがス ウェーデ ンに伝 道 した時 の経 験談 を話 し,私 た ちが

教会 で してい るこ とと,そ の理 由 とを少 し彼に説 明 した。

夜 もす っか りふ けてか ら,私 は車 で彼 をホテル に送 った。

彼が わが家 を訪 れ て とて も楽 しか った,見 知 らぬ町 で全 く

知 らな い人々に親切 に して もらって本 当に うれ しか った と

言 うの を聞 いて,わ が家に とって も彼の来訪 が非常 にあ り

が たか ったこ とが彼 にわか って いただけ ただろ うか と考 え

た のだ った。

私が 帰宅す ると妻 と息子 は眠 って いた。 そこで,私 は き

れ いにな った居 間で,少 しの間 目を閉 じて物 思いにふ け っ

た。居 間は完壁 に仕上 が って いた。部屋 の 明か りを暗 くす

る と,妻 が作 った美 しい レー スの カー テ ンを通 して町 の明

か りが射 し込ん で来 た。 ク リスマス ツ リーの青 い ランプが

空の星 の よ うに見 えた。揺 り椅子 の背 に もた れなが ら,重

労働の あわ ただ しい数週 間の こ とを思 い返 して,本 当に よ

くや った もの だ と感心 した。「救 い主 がお いで になって も安

心 して 中に入 ってい ただけ る真新 し くて きれ いな部屋だ」

と考 えてい る と,夜 の静 け さを通 して,「 わた しが 旅人で あ

った ときに宿 を貸 した とい う」声 が聞 こえて きた ような思

いが した。
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け入れ る ことが 必要 であ る。

しか し生徒 の 中には ど うい うわけか,霊 的 な理 解 を求め

よっ としない 人がい る。そ の よ うな場合 は,望 み を生 徒 に

持 たせ る とい う責任 も教 師 にか か って くるの であ る。では,

どの よ うにすれ ば よい のだ ろ うか。 霊的 に理解 したい とい

う気持 ちを起 こさせ るの は,一 体何 で あろ うか 。
一考 に値す るひ とつの要 素 は

,霊 的 な準備 であ る。宣 教

師 たちは教 えに耳 を傾 け る人々 を捜 すの に苦 労す るこ とが

往 々に して あるが,そ れ は受 け 入れ る用意 ので きて い る人

が まれなため で ある。

家庭や教 会 とい う環 境の 中で教 える私 た ちに とって,こ

の仕事 は もっ と簡単 なはず であ る。 みた まの声 に従 って霊

的 な経験 をす でに してい る人々 に教 え るか らで あ る。 当然,

反 応の早 い人 もいれば,遅 い人 もい る。 しか し私 た ちは,

生徒 が天 父の子供 の 中で も選 ばれ た 人々で あ る とい うこ と

を忘 れ てはな らない。

あ る時,故 人J・ ルー ベ ン ・クラー ク ・ジュニ ア副管長

は,私 た ち教 師が末 日聖 徒の若 人た ちに対 して取 るべ き態

度 を,次 の よ うに はっきりと述べ た。 「あな たが たの生 徒 で

ある教会の若 人 たちは,大 多数 が考 え方や 霊性 にお いて健

全 であ る。 ……

教 会の若 人は霊 につけ る事柄 に飢 えて い る。 彼 らは福音

を学 びたい と思 ってい る。希 釈 され な い純 粋 な福 音 を求め

ている。……

そ うい う生徒 た ちは両 親の持 つ信仰 を渇望 してい る。純

粋 な福 音 を求 めて い る。 ……

生徒 た ちは霊 につ け る事 柄の証 に 飢 え渇 いて い る。 ……

彼 らは,自 分 の求め てい る証 が他 人の証 に よって引 き出 さ

れ,育 まれ るこ とを,自 分 の霊 に よって感 じて い る。 ……

あなたの とこ ろに 来 る生徒 た ちは,霊 性 の完成 を 目ざし

て歩 み始め てい る。従 って,適 切 な糧 を与 え さえす れ ば,

彼 らは早 くそこに 到 達 で きるはず であ る。」(71勉C加 吻 ゴ

Co獅s6加E磁6α 加 η 「教育 の 課程」pp.46)

生 徒 に は聖 霊 がつい てい る

バ プテスマ を受 け た人 々は ,す で に聖 霊 の賜 を授 か って

い る。教 会に おけ る教 師 と生 徒 ,家 庭 にお ける親 と子 は共

に,「 神は その聖 き 『み た ま』に よ り,す な わち聖霊 の言 い

尽 し難 き賜に よ りて,… …知 識 を汝 らに与 えた まわん」(教

義 と聖約121:26)と い う約束 を受 けて い る。

私 たちは,教 え る立場 に あ る者 と して,生 徒 の 内に ある

この光 と真理 の源 を決 して無視 しては な らない。私 た ちは

教え る時 には,必 ず聖霊 の導 くままに その務 め を果 たすべ

きで ある。 しか も,そ れが教 え を聞 く生徒 たちの心 を打つ

とい う信仰 を持って。「話 を人の心の中に浸みこませ る」(II

ニ ー ファイ33:1)の は,聖 霊 であ る。 この ことを忘 れ ては

な らない。

生ける水の湧 く泉

たいがいの生徒は霊的な糧に飢えている。私たちが彼ら
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を神 に導 けば,神 が 彼 らに与 え られ る水は,ま さに彼 らの

内 にあ って湧 き出 る泉 とな るであ ろ う。

イエ スは井戸 のか たわ らでサマ リヤ の女 に こう言われ た。

「もしあ なたが神 の賜 物の こ とを知 り
,ま た 『水 を飲ませ

て くれ』 と言 った者が,だ れで あ るか知 っていた な らば,

あ なたの方 か ら願 い 出て,そ の 人か ら生け る水 を もらった

こ とであ ろ う。… …

この水 を飲 む者 は だれ で も,ま たか わ くであ ろ う。 しカ1
..

し,わ た しが 与 え る水 を飲む 者は,い つ まで も,か わ くこ

とが ないばか りか,わ た しが 与 え る水 は,そ の人の うちで

泉 とな り,永 遠 の命 に至 る水 が,わ きあ が るであろう。」(ヨ

ハ ネ4:10 ,1314)

生 徒 た ちが みた まに よ って学 ん だ真理 に従 えば,こ の生

け る水 は流 れ続け るで あろ う。 「わが誠 命 を守 る者 に はわれ

王 国の奥義 を示 さん。而 して これ は彼 の中に て生 け る水の

井戸 とな り,生 け る水 は湧 き出で て永遠 の生命 とな らん。」

(教 義 と聖 約63:23)

主 は また次 の よ うに言 われた。 「汝 もし願 い求 むれば,啓

示 を啓示 の上 に受 け,知 識の上 に知 識 を受 け,か くて悦 び

を もた らし永遠 の生 命 を もた らすべ き奥義 に して平和 な る

こ とを知 るを得べ し。」(教 義 と聖 約42:61)

そ し て,「 『きた りませ』。 また,聞 く者 も 『きた りませ 』

と言 い な さい。か わいて い る者 は ここに来 るが よい。 いの

ちの水 が ほ しい者 は,価 な しに それ を受 け るが よい」(黙 示

22:17)と 。 、

弓重希Uよ りもま召くことに よ り

キ リス トに来 る者 た ちは命の水 を価 な しに くむ こ とが で

きる とい っこ とに注 目して いた だ きたい。生徒 は ただで思

う存分 に命 の水 を くめ るが,そ れ も生徒 自身の選 びに よる

ので あ る。 主は予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス を通 じて こ う言 わ

れた。 「然 り,彼 らも し来 る心 あ らば,来 り得 て 自由に価 な

くして生 命 の水 を汲む を得べ し。」(教 義 と聖約10:66)

教 師 は生徒 に勉 強 を強い てはな らな い。ア ルマ は息子 の

コ リア ン トンに こ う忠告 してい る。「それで あるか らわが子

よ。来 たい と思 う者 は誰 で も来て生 命 の水 を 自由 に無 料で

飲 んで よろ しい。 また 来た い と思 わな い者 は誰 で も来 るこ

とを強制 されない 。 しか しこの者 は終 りの 日にその行 いに

よって報 い を受 け る。」(ア ルマ42:27)

教 師 のなすべ きこ とは,た だ生徒 を招 くこ とであ る。 ア

ルマ は また こ っも語 っている。 「ご らん,神 はすべ ての 人 を

招 いで 隣みに満 ち た手 をか れ らの方へ 伸 し 『悔 い改め よ,

さ らば われ汝 らを受 けん』 と仰せ に な る。

また主 は言 いた もう 『われに 来れ,さ らば生 命の木の実

を食い,無 料 にて 自由に生 命の パ ンを食 い生 命 の水 を飲む

こ.とを得 ん。』」(ア ル マ5:33-34)

私 た ち教 師は 強制 す るの では な く,生 徒 を招 くべ きであ

る。 しか し,こ こで非 常に重 要 にな って くるのが,招 き方

で ある。特 に,生 徒 が あ ま り求め て いない時 の招 き方が大

切 に な る。魅 力 的で 人 を誘 う教 え を施 さなけ れば な らな い
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準備の状態に応 して教える

ホ イ ト ・K・ ハ ッカ ー 長 老

注 ボ イ ド ・K・ パ ッ カ ー 著,万 θ∂oん ×θ0〃gθ η〃/

「熱 心 に 教 え よ
」 デ ゼ レ ト出 版 社,許 可 転 載

私 がま好 供の頃・近所の子供 たちとよ くし罐 びに・「か んけ り」 とい う遊 びが あ
った。 日暮 れ時 に なる と,

近 所 の子 供 たちが皆 集 ま り,隠 れ場所 の た くさん あ る庭や

果樹 園で この遊 び を した もの であ る。 この遊 びは,ま ず,

「オニ」 に なっ た子 が
,目 をしっか りと閉 じて,ブ リキか

んの上 に立つ こ とか ら始 まっ た。 そ して 「オニ」 が数 を数

えて いる問に,他 の子供 たちは皆,適 当 な隠 れ場所 へ と散

るの であ る。 そ して 「オニ」 が 「96,97,98,99,100!」

と数 え終 わ る と,大 声 で 「さあ行 くそ。 用意 がで きて いて

もい な くて も,つ か まえ るぞ」 と叫び,こ の遊 びが始 まる

ので ある。

以来私 は,興 味 を失 って い る生徒 と格 闘 してい る教 師 を

見 るたびに,ま た子供 に時宜 を得 ない レ ッスン をし よう と

して いる親 を見るた びに,そ うした教 え方 は,昔 の遊 び の

延長 の よ うな ものであって,「 さあ行 くそ。用意が で きて い

てもいな くて も,教 える ぞ」 と宣 言 してい るよ うな気 が し

てな らない。

効 果的 に教 えるには,ま ず学 ぶ生徒 の準備 の状 態 に心 を

配 らなけ れば な らな い。 何年か 前,私 が セ ミナ リー で教 え

ていた頃,ひ と りの生徒 が通学 の途 中に交通 事故 に遭 って

亡 くな る とい う出来事が あ った。 その衝撃 で,そ の 日は学

校 中が重苦 しい雰 囲気 に包 まれて いた。生徒 たちは これ ま

でにな く,真 面 目に学ぼ う とす る心構 え を もって クラスに

や って来 た。 当時,私 は教 会歴 史 を教 えて いた。 当 日は,

西 部へ の開 拓者 の移動 につ いて教 える予 定 であ った。 しか

し,そ の 日は,開 拓者 の レ ッス ンは適 当で はなか った。生

徒 たちに は,キ リス トの旦費い と復 活 と来世 につ いて講義 を

受 け る準備 がで きて いたか らで あ る。

時期早尚に,余 計 なことを

公立学校における性教育の指導で,最 大の難点のひとっ、

は,ま た大 きな危険のひとつは,今 述べた重要な原則を無

視 して教 えているということである。生徒 たちの準備がで

きないうちに何 もか も教 えてしまうため,生 徒の精神的,

情緒的,道 徳的安定感に大 きな憂いを残すことが しば しば

ある。これでは大 きな危険へ至 る道 を教えるような もので

ある。物事は,ふ さわ しい時に行なわなければならない。

あらゆるものには最良の時があるのである.賢 明な教師な

ら,ま た賢明な親なら,い つがその時か気づ くはずである。

同様に,教 会の活動 を計画し,基 本的な道徳の原則を教

える場合,そ の対象者の成熟度や準備の度合 を,賢 明に考

慮すべ きである。基本原則を教えて も,そ れが時期尚早で

あれば,生 徒に とって何の意味 ももたないであろう。 しか

し,そ れを教 えるには,生 徒の成熟度や準備の度合を理解

することが大切 である。

例えば,生 徒が まだ幼 くて,肉 体的な欲望 に心 を乱され

たという経験がない場合は,全 く別の万法でそのこ とにつ

いて教 える必要がある。年齢が違えば,教 え方 も異なるは

ずである。年齢が進めば もらと詳 しい話ができる時期も訪

れるであろう。 しか し,い つの場合でもこうした問題は敬

慶に扱わなければならない。

生徒に与える情報は,生 徒の好みに合ったものでなけれ

ばならないし,ま た生徒の学習体験から消化できる性質の

ものでなければな らない。 しかし残念なことに,親 や教師

が生徒の成熟度 を適確に診断するために必要な,図 や グラ
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私 の 証

感動の出産

日本横浜 ステーキ部

大和支部

佐々木美恵子

｢奥 さ ん
,お め で とうござい ます 。来年 の6月 に

は家族 が増 えますよ。｣私 の喜 びの鼓動 が通 じた らし

く,顔 をほ ころばせ て そ う言 って下 さった のは産婦

人科 の先生 で した。天 のお父様,あ りが と う。 あ り

が とうご ざい ます 。生 まれ て くるまでのあ と9ヵ 月

間,私 はその偉 大な業 がお 父様 と共 に とど こお りな

く果 たせ る よ うに一生 懸命頑張 ります 。です か らお

父様 もいつ も見 守 っていて下 さい。喜 び でい っぱい

の 気持 ち とあふ れ る涙 を隠 しなが ら,私 は家 路 を急

ぎました。 その晩,私 た ちは生 まれ て くる子 供 の こ

とを考 えなが ら,今 まで経験 した こ との ない幸せ の

絶 頂に で もいる よ うな気持 ちで床 に着 きま した 。そ

れは ち ょうど,私 たちが結婚 して ま もな く一年 にな

ろ う とす る秋 のこ とで した。

も ともと冷 え症 の私 は流産 とい うこの世 で最 も悲

しい思 い を経験 して い ましたので,今 回は非常 に慎

重 で した。 冬 も問近 で,つ わ りもひ どか った ため,

私 は暖 かい沖 縄の実家 に しば ら く帰 るこ とに しまし

た。

私 た ちは しば ら くの問 で も離れ離 れ で生 活す る と

い うこ とを考 えただ けで 非常 な さび しさを感 じまし

た。 で も丈夫 な赤 ちゃんが生 まれ るため なん だか ら

…… とお互 いに励 ま し合 い
,そ して神権 の力 で祝福

をして もらって羽 田 を発つ こ とに しま した。

実家 で は母 のゆ き届 いた世 話 を受 け,の ん び りと

日だ ま りを散 歩 した り,い すに もたれ て編 み物 を し

た り,ま た毎 日とい う くらい夫か ら届 く手 紙 に返事

を書 いた り,ま るで絵 に書 いた よ うな 日なの 中でお

腹の赤 ちゃん をいたわ りなが ら過 ごしてい ま した。

あ ま りに も静 か で平和 なこの ひ とときか ら,誰 が そ

の後 あの よ うな こ とが起 こ るこ とを想像 で きたで し

ょ う。

も うす ぐ4ヵ 月に入 ろ うとす るあ る 日の こ と,突

･然 大量 の 出血があ り
,私 は半分 も うろ うと した意識

　 じ

の中で救急車で病院に運ばれました。ベ ッ ドに横 た
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癒鍵 慧 幽ゼ謡撫
わっている私の耳に先生の声 と母の声が聞こえてき

ます。｢先生なん とか助けて下 さい。お願いします。｣
｢いや ああれ程の出血でしたら,も うお腹の赤ちゃ

んは助か りませんよ。でも来た早々に手術 とい うの

もなんですから止血剤を うって しばらく安静に して

お きましょう。｣私 は高い崖からつ き落 とされたよう

な大 きなあの衝撃 を今で もよく覚えています。

私は必死に祈 り,そ して奇跡 を信 じながら先生に

訴えていました。｢先 生 もうす ぐ4ヵ 月になります。

ですから心音だけでも聞いてみて下 さい。｣無 駄 と思

いなが ら私のはげしい涙声に,先 生は看護婦に指示

し,器 具 をお腹にあてました。まだ赤 ちゃんも小さ

いし,あ ちこちあてて もいっこうに鼓動が聞こえて

きません。ダメだなと先生は何度も首 を横にふ りな

が ら一生懸命にして下さっていました。 もうこれで

最後 という時,｢コ ト,コ ト,コ ト……｣と 赤 ちゃん

が,お 腹の赤ちゃんが｢私 は生 きてます よ｣と 叫んで

いるではあ りませんか〃私は生まれてはじめて赤ち

ゃんの生命を知 らせ る鼓動 を聞きました。 ましてこ

のような状態の中で…… この感動を私は筆に表わす

ことはできません。｢天 のお父様ありがとう,本 当に

あ りが とう｣と 私は心で叫びながら,涙 でいっぱい

の目をふきふ き,こ の奇跡をかみしめていました。

ところが大変なのはこれからでした。 もっともっと

大 きな奇跡が私たちの信仰の うらに用意されていた

のです。

二週間ほ ど,入 院 し,そ の間いろいろな薬をつか

って出血はよ くなった ものの,完 全に止血す る状態

ではありませんでした。それか ら寝たきりの生活で

す。 しばら くして先生は｢ま だ止血が完全でないと

いうことはちょっとむずか しい問題です。東京の大

学病院でよく調べてもらった方がいいで しょう。そ

の検査は赤ちゃんには何の影響 も与 えませんか ら大

丈夫です よ｣と 勇気づけて下さいました。それか ら

那覇支部の神権者である義兄の祝福 を受けて,再 び
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東京と大阪に2つ のステーキ部が

新設される

10月23日 に 日本 東京 ステー キ部 大会(十 二使徒 評議 員会会 員 トー マ ス ・S・ モ ンソン長老管理),

10月30日 に 日本大 阪ス テー キ部 大会(七 十 人 第一 定貝 会会長J・ トーマ ス ・フ ァイア ンズ長老管理)

が 催 され,そ れぞれ ステー キ部 の分割 が行 な われて,新 た に 日本東 京北 ス テー キ部 と日本大 阪北

ステー キ部 が誕 生 した。

日本東 京ス テー キ部 に は管理者 の トーマ ス ・S・ モ ン ソン長 老 のほか に,七 十 人第一定 員会 会

長J・ トー マ ス ・フ ァイア ンズ,同 会 員ア ドニー ・Y・ 小松長 老,菊 地 良彦長 老,ま た 日本大 阪

ス テー キ・部 大会 には管 理者 のJ・ トー マ ス ・フ ァイア ン ズ長老 とア ドニー ・Y・ 小松 長 老,菊 地

良彦長 老 と,ス テー キ部大会 では珍 しく多 くの教会 幹部 がそ れぞれ の大会 に 出席 して この度 の分

割 が行 な われ た。

また今 回の大会 で,日 本東 京 ステー キ部の辻 本泰 明兄 弟,日 本東 京北 ステー キ部 の丹羽 三吾 兄

弟 が それ ぞれ祝福 師 に召 され た。

各 ステー キ部 の役 貝 な らびに祝福 師 と管轄ユ三 ッ トは以下 の通 りで あ る。

,

日本東京 ステーキ部

ステ ーキ部 長

第一 副 ス テーキ部 長

第二 副 ス テーキ部 長

高等評議員

祝福師

管轄 ユ ニ ツ ト

福 田 真

内山 雅宣

八木沼修一

丸山 周兵

松本 潔

中東 幹夫

井上 龍一

寺坂 昇

堀口 従道

今井 一男

品川 文弘

大田原勝幸

大石 哲郎

追平 雍嘉

窪田 直隆

辻本 泰明

東 京 第1ワ ー ド部,東 京 第

3ワ ー ド部,東 京 第4ワ ー

ド部,東 京 第6ワ ー ド部,

ひ ば りヶ丘 ワー ド部,東 京

南 ワー ド部

,

日本東京北ステーキ部

ス テー キ部長 岡本

第 一副 ステー キ部 長'横 山

第 二副 ステー キ部 長 斎 藤

高等評議員

㌦ 祝福 師

管轄 ユ ニ ツ

亮

]

雄

・

喜

和

神成 弘昭

念垣郷太郎

小林 毅

高橋 実

神崎良太郎

山口 博

高井 淳一

菅島 太郎

木下 正成

稲村 利明

奈良富士哉

丹羽 三吾

・ 東京 第2ワ ー ド部 ,東 京 第

5ワ ー ド部,東 京第7ワ ー

部,東 京 第8ワ ー ド部,浦

和 ワー ド部,川 越 ワー ド部,

千 葉支 部,柏 支部,船 橋 支

部
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